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広報

笑
顔
満
開
、新
１
年
生�

〜
市
内
各
小
学
校
で
入
学
式
〜�

　
木
々
の
芽
吹
き
を
待
つ
４
月
上
旬
、
市
内
の
各
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
市
16
校

の
新
入
生
は
２
８
２
人
。
こ
の
う
ち
、
阿
仁
比
立
内
の
大
阿
仁
小
学
校
に
は
９
人
が
入
学
し
ま
し

た
。
入
学
式
で
は
緊
張
し
て
い
た
新
１
年
生
た
ち
も
次
第
に
学
校
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
と
、
教
室

で
は
先
生
の
愉
快
な
お
話
し
に
破
顔
一
笑
。
こ
れ
か
ら
楽
し
い
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。 
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多 賀 谷 專 一 �
根森田(会社役員)

金　　田　　　司�
西根田 (農業 )

板　　垣　　　淳�
米内沢(運送業)

新
し
い
市
民
の
代
表
26
人
決
ま
る�

黒 澤 芳 彦 �
米内沢(司法書士)

湊 屋 啓 二 �
元町(菓子製造販売業)

佐 藤 吉 次 郎 �
川井(会社役員)

小 塚 光 子 �
伊勢町 (無職 )

長 崎 克 彦 �
坊 沢 ( 農 業 )

原 田 醇 一 �
東横町(会社員)

福 岡 由 巳 �
松ケ丘(政党役員)

米　　澤　　　一�
糠 沢 ( 農 業 )

　
合
併
後
初
と
な
る
市
議
会
議
員
選
挙
が
３
月
19
日
に
告
示
さ
れ
、
43
人
が
立
候

補
し
ま
し
た
。
３
月
26
日
に
投
票
が
行
わ
れ
即
日
開
票
の
結
果
、
新
人
２
人
を
含

む
、
26
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
新
し
く
選
ば
れ
た
26
人
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

市
議
会
議

市
議
会
議
員
�

一

般

選

一

般

選

挙
�

市
議
会
議
員
�

一

般

選

挙
�

当
選
し
た�

　
皆
さ
ん�

当
選
し
た�

　
皆
さ
ん�

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当�

当

湊屋　啓二　

多賀谷專一

原田　醇一　

板垣　 淳　

小塚　光子　

長崎　克彦　

米澤　 一　

佐藤吉次郎

金田　 司　

黒澤　芳彦　

福岡　由巳　

武藤　忠孝　

中嶋　力蔵　

花田　隆一　

48

55

58

46

59

64

65

64

55

53

64

65

59

66

無・新

無・現

公・現

共・現

無・新

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

共・現

無・現

無・現

共・現

1,156 　　

1,094 　　

　983.650 

　948 　　

　945 　　

　935 　　

　899 　　

　837.489 

　796 　　

　789 　　

　765.914 

　740 　　

　726.654 

　720 

開
票
結
果
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佐 藤 文 信 �
脇 神 ( 農 業 )

泉　　　一　　雄�
阿仁中村(農業)

吉 田 嘉 隆 �
川 井 ( 農 業 )

庄 司 憲 三 郎 �
阿仁前田(農業)

松 田 光 朗 �
米内沢 (農業 )

千 葉 文 吉 �
花園町(政党役員)

吉　　岡　　　興�
米代町(整骨師)

武 石 隆 憲 �
根小屋 (農業 )

松　　橋　　　隆�
阿仁幸屋渡(会社役員)

武 藤 忠 孝 �
糠沢 (農林業 )

佐 藤 重 光 �
坊 沢 ( 農 業 )

松 尾 秀 一 �
太田(図面トレース業)

中 嶋 力 蔵 �
小ケ田 (農業 )

花 田 隆 一 �
脇 神 ( 農 業 )

鈴 木 茂 雄 �
上舟木 (農業 )

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

次

�

松尾　秀一　

松田　光朗　

武石　隆憲　

千葉　文吉�

佐藤　重光　

吉岡　 興　

庄司憲三郎

佐藤　文信　

松橋　 隆　

吉田　嘉隆　

泉　　一雄　

鈴木　茂雄　

三浦　克昭�

小坂　和子

簾内　順一

三沢　定幸

中嶋　洋子

春日　一文

月居　博明

中村　信一　

60

67

56

70�

63

66

67

54

62

62

66

65

61�

62

63

59

61

55

57

63

無・現

無・現

無・現

社・現�

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現�

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

　718 　　

　718 　　

　715 　　

　709 �

　687.042 

　683 　　

　671 　　

　670.994 

　662 　　

　612.474 

　607 　　

　591 　　

　542�

　537 　　

　528.349 

　525 　　

　522.345 

　515 　　

　514 　　

　497 

佐藤征太郎

杉渕　茂秋　

吉田仁吉郎

山田　博康　

新林　弘夫　

小畠　博行　

加藤　 寿　

福岡　昌樹　

秋元　修一　

62

52

64

56

58

54

55

60

73

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現

無・現�

無・現

　495.472 

　491 　　

　482.525 

　473 　　

　470 　　

　453 　　

　376 　　

　285.085 

　133 　　

当日の投票者総数�

投 票 総 数

無 効 投 票

持 ち 帰 り

不 受 理

有 効 投 票 総 数 �

当 日 の 有 権 者 数

２８，４６１人

２８，４６１票

２４１票

０票

０票

２８，２２０票�

３４，００７人

投　票　率　83.69％（男82.12％、女85.07％）
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�

年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�
年
金
は
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い�

���

　
わ
が
国
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
る

と
と
も
に
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
な
か
で
も
秋
田
県
は
県
人
口

に
占
め
る
６５
歳
以
上
の
人
口
割
合
が
高

く
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り

ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば｢

老
後
の
時
間

の
長
い
社
会
に｣

な
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
老
後
を
豊
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
生
活
そ
の
も
の
が
安

定
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
国
民
年
金
は
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
誰
も
が
健
康
で
そ
し
て
豊
か

な
老
後
を
送
る
た
め
に
、
国
民
年
金
制

度
を
ま
す
ま
す
安
定
し
た
も
の
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
は
、

被
保
険
者
（
現
役
の
世
代
）
が
受
給
者

（
か
つ
て
の
現
役
世
代
）
を
助
け
、
そ

の
現
役
の
世
代
が
年
を
と
っ
た
と
き
、

そ
の
次
の
世
代
が
支
え
て
い
く
と
い
う

よ
う
に
、
世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
で

成
り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。�

　
国
民
年
金
に
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
２０
歳
以
上
６０

歳
未
満
の
人
で
、
保
険
料
を
納
め
る
方

法
の
違
い
に
よ
っ
て
下
の
３
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。�

�

��

　
第
３
号
被
保
険
者
は
、
自
ら
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た
り
、

怠
っ
た
り
し
ま
す
と
、
将
来
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
届
出
は
配

偶
者
の
事
業
所
を
経
由
し
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
場
合
は
市
役
所
年
金
担
当
の

窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

・
パ
ー
ト
収
入
が
増
え
て
扶
養
か
ら
は�

　
ず
れ
た
と
き�

・
配
偶
者
が
会
社
を
定
年
退
職
し
た
と
き�

・
配
偶
者
が
会
社
を
辞
め
て
自
営
業
に�

　
な
っ
た
と
き�

・
配
偶
者
と
死
別
し
た
と
き�

・
離
婚
し
た
時�

明
日
を
支
え
る

　
　
国
民
年
金
制
度

第
３
号
被
保
険
者
は�

　
　
　
　
届
出
が
大
事
で
す

　
国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
被
用
者

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
営

業
の
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
自
由
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
年

金
制
度
で
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 学

生
も
２０
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
加
入

第１号被保険者�

第２号被保険者�

第３号被保険者�

農林漁業者・自営業者�
学生・フリーター等�

サラリーマンやＯＬ、公務員等�
厚生年金・共済年金加入者�

厚生年金・共済年金加入者（第２号�
被保険者）に扶養されている配偶者�

保険料は給料から天引き�

保険料は配偶者の加入制度で負担します�

保険料は月額13,860円納めます�

あ
な
た
の
た
め
に
、
み
ん
な
の
た
め
に
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���
◎
付
加
年
金
　
付
加
保
険
料
（
月
額
４００

円
）
を
納
め
た
人
は
、
納
付
月
数
×
２００

円
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。�

◎
寡
婦
年
金
　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
は
ず
だ
っ
た
夫
（
２５
年
以
上
納
付
）

が
死
亡
し
た
と
き
、
１０
年
以
上
婚
姻
関

係
の
あ
っ
た
妻
に
６０
歳
か
ら
６５
歳
に
な

る
ま
で
、
夫
が
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
年

金
額
の
４
分
の
３
が
支
給
さ
れ
ま
す
。�

◎
死
亡
一
時
金
　
保
険
料
を
３
年
以
上

納
め
た
人
が
何
の
年
金
も
受
け
ず
に
亡

く
な
っ
た
と
き
、
遺
族
に
保
険
料
納
付

月
数
に
よ
っ
て
１２
万
か
ら
３２
万
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。�

第
１
号
被
保
険
者
は
独
自
給
付�

と
し
て
次
の
給
付
が
あ
り
ま
す

　学生納付特例制度とは、大学．専門学校等

の学生で本人の前年所得が118万円以下であ

る場合、申請をして承認を受けると在学期間

中の保険料が後払いできる制度です。（夜間

部、通信制、定時制に在学の学生も対象とな

りました。）

※手続きには、学生証または在学証明書、
　印鑑を持参してください。

学生納付特例制度

　毎月自動的に引き落とされ、納付のたびに

金融機関や郵便局まで行く必要がないので、

とても便利です。振替日は、翌月の末日にな

ります。手続きは金融機関や郵便局にある「口

座振替納付申出書」に必要事項を記入するだ

けです。※申出書は保険料納付書にも綴られ

ています。

口座振替なら納め忘れがありません

　国民年金保険料の納め忘れがありますと思

わぬ病気やケガで障害者になったり、一家の

働き手を失った時など、障害基礎年金や遺族

基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　また将来、老後の生活の支えとなる老齢基

礎年金の額が少なくなったり、受けられなく

なったりします。なお、平成17年度分の保

険料は４月末日が納期限です。保険料の納め

忘れがないか今一度確かめてください。

保険料の納め忘れはありませんか

・加入期間の全てが第１号被保険者の期間であ

る人が老齢基礎年金を請求する場合

・第１号被保険者期間中や20歳前に初診日の

ある人が障害基礎年金を請求する場合

・第１号被保険者期間中に死亡した場合

こんな時は年金の請求を市で行います

　保険料は１年分または６ヵ月分まとめて前

納（４月中に納付）することもできます。前

納すると納め忘れがなく、保険料も割り引か

れ大変お得です。

区 分
月 額
年 額
全 期 前 納
半 期 前 納

●平成18年４月中に前納した場合

納付はお得な前納で

定額保険料
13,860円
166,320円
163,370円
82,480円

定額＋付加
14,260円
171,120円
168,170円
84,880円

〈国民年金制度について〉

保険料は13 , 8 6 0円

　保険料は、１ヵ月13,860円、付加保険料は１

ヵ月400円です。

（全額・半額免除）

１．前年の所得（収入）が少なく、保険料を納め

ることが困難な場合

２．障害者または寡婦であって前年の所得が125

万円以下の場合

３．生活保護法による生活扶助以外の扶助を受け

ている場合

（若年者納付猶予制度）�

30歳未満の方で、就職が困難あるいは失業などに

より収入が少なく、保険料の納付が困難なときは、

前年の所得審査により保険料の納付が猶予される

制度があります。　　

どうしても保険料を納められないとき（申請手続を）

◎お問い合わせ　市役所保険課　a62－1118

　　　　　　　　または各支所市民生活課
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北秋田市の「き」の文
字をモチーフに、「自
然」と「人」が調和す
る姿を表しています。

　市ではこのほど、今後10年間のまちづくりの
指針となる「北秋田市総合計画（基本構想・基
本計画）」を策定、平成18年度から計画がスタ
ートしました。�
　このうち、基本構想は、市の将来像や目標と
なる指針を定めるもの。まちづくりの基本的な
方向付けを示すものです。そして、実現に向け
た具体的な取り組みについては、同時に策定し

た基本計画の中に、前期（18～22年）と後期（23
～27年）に分けて盛り込まれています。�
　17年度末に策定された男女共同参画基本計画や、
次世代育成支援地域行動計画などの個別の計画、
また、平成18年度の施政方針なども、これらの
計画に基づいたものです。�
　市のまちづくりの全ての基礎となる基本構想
を中心に、総合計画のあらましをご紹介します。

「自然」「ひと」が調和し�

　　　活気とぬくもりのある交流都市�

北秋田市の総合計画を紹介�

■基本構想の位置づけ�

北秋田市国土利用計画

国土利用計画法

<計画期間>
平成18年～
平成27年

<計画期間>
平成18年～
平成22年

<計画期間>
3ヵ年を期間として
毎年見直し

第１章　将来都市像�

　私たちのくらしを支え、心にや
すらぎをもたらす北秋田の大自然
は、全国に誇れる私たちの財産で
あり、「自然とひととの共生」を
第一のキーワードに、恵まれた自
然環境を活かした次代につなげる
まちづくりを推進します。�

　真に「くらしやすいまち」に近づ
けるために、「市民と市との協働」
を第二のキーワードに、「自然」「ひ
と」の調和のとれた、人々が仕事に
励み、お互いが尊敬し支えあい、活
力の息づいたまちづくりを全市民と
の連携により推進します。�

市の各種基本計画
・都市計画マスタープラン
・農業振興地域整備計画
・男女共同参画推進計画‥など

北秋田市総合計画（基本構想・基本計画）

地方自治法

全国計画

県計画
基本

豊かな自然環境に
育まれる都市

活気あふれる
交流都市

ふれあいと
ぬくもりの
交流都市

大自然の環境を意識し、人々が仕事に励み、�
　　　　　　お互いが尊敬し支えあい、活力の息づいたまちづくり�

18　　　19　　　20　　　21　　　22　　　23　　　24　　　25　　　26　　　27

基本構想（10年間）

基本計画（前期５年間） 基本計画（後期５年間）

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

総合計画の構成�

　（年度）

基本構想は、北秋田市のまちづく
りの全ての基礎となるものです

市　章�
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第２章　施策の大綱�

１.

活
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
育
成

■
農
業
・
林
業
・
水
産
業
の
振
興�

魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
・
農
業
後
継
者
の
確
保�

（
生
産
基
盤
の
整
備
、
認
定
農
業
者
・
農
業
生
産
法
人
の
育

成
、
付
加
価
値
の
あ
る
特
産
品
の
開
発
）�

良
質
な
秋
田
杉
の
生
産
（
生
産
基
盤
充
実
、
効
率
化
推
進
、

林
業
後
継
者
確
保
）�

特
用
林
産
物
の
生
産
振
興�

森
林
育
成
（
林
業
振
興
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
）�

ア
ユ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
等
の
養
殖
や
放
流
事
業�

�

２.

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り�

■
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り�

下
水
道
施
設
の
充
実�

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
再
資
源
化�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
促
進�

■
自
然
環
境
の
保
全�

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
策
な
ど
の
美
化
活
動�

全
国
植
樹
祭
を
き
っ
か
け
と
す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
、
森
林
と
緑
に
対
す
る
啓
発�

�

３.

安
心
・
安
全
・
快
適
に
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り�

■
道
路
の
整
備
及
び
公
共
交
通
の
確
保�

高
速
交
通
体
系
の
充
実
（
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
整

備
促
進
）�

幹
線
道
路
の
充
実�

生
活
の
足
の
確
保
（
公
共
交
通
機
関
、
交
通
結
節
点
の
充
実
）�

■
情
報
通
信
網
の
整
備�

難
視
聴
地
域
の
格
差
是
正�

高
度
情
報
通
信
網
等
の
情
報
基
盤
充
実�

■
住
環
境
の
整
備�

豊
か
な
自
然
環
境
と
快
適
で
安
全
な
居
住
空
間
の
形
成�

地
場
材
を
活
用
し
た
住
宅
建
設
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
供
給�

快
適
な
住
環
境
の
形
成
（
公
園
緑
地
の
充
実
）�

■
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進�

防
災
・
消
防
施
設
の
充
実
、
防
災
広
報
無
線
の
整
備�

市
民
に
よ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
（
自
主
防
災
組
織
の
育
成
）�

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
防
犯
活
動
・
対
策
の
推
進�

■
雪
対
策
の
充
実�

除
雪
体
制
の
強
化
と
施
設
整
備
の
充
実�

冬
期
交
通
の
確
保�

雪
の
有
効
利
用
を
目
指
し
た
調
査
研
究�

�

４.

人
が
集
ま
る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り�

■
商
業
の
振
興�

既
存
商
店
街
の
支
援
、
商
業
集
積
の
促
進�

中
心
市
街
地
の
活
性
化�

複
合
型
商
業
施
設
の
早
期
実
現�

■
地
域
産
業
の
振
興�

企
業
誘
致
促
進�

新
た
な
産
業
起
こ
し
（
誘
致
済
企
業
、
地
場
企
業
の
高
付
加

価
値
化
の
支
援
）�

■
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興�

自
然
と
共
生
し
た
魅
力
あ
る
観
光
資
源
の
形
成
（
森
吉
山
周

辺
地
域
）�

観
光
拠
点
の
形
成
、
他
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進�

通
年
観
光
産
業
の
育
成
（
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ア
ユ
釣

り
客
の
誘
客
、
特
産
品
開
発
等
）�

�

５.

働
く
場
と
若
者
定
住
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り�

■
企
業
誘
致
・
雇
用
の
確
保�

既
存
工
業
団
地
の
機
能
充
実�

企
業
誘
致
活
動
の
推
進
（
企
業
誘
致
優
遇
制
度
の
充
実
）�

新
た
な
産
業
育
成
（
複
合
型
商
業
施
設
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、

観
光
関
連
業
）�

■
定
住
促
進�

若
者
の
就
業
支
援
充
実�

若
者
の
雇
用
対
策
推
進
に
よ
る
定
住
化�

�

６.

ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
を
整
え
る�

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
・
地
域
自
治
の
体
制
確
立�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
支
援�

地
域
自
治
体
制
の
確
立�

■
行
財
政
運
営
の
効
率
化�

行
政
機
構
の
見
直
し
、
人
員
配
置
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の

見
直
し
と
合
理
化�

行
政
評
価
の
導
入�

�

７.

み
ん
な
で
支
え
あ
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り�

■
保
健
・
医
療
の
充
実�

医
療
機
能
の
再
編
に
よ
る
充
実
強
化�

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
運
動
推
進�

健
康
管
理
体
制
の
構
築�

■
地
域
福
祉
の
充
実�

総
合
的
な
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成�

介
護
予
防
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実�

障
害
者
に
対
す
る
理
解
と
連
携
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り�

■
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
の
充
実�

子
育
て
支
援
制
度
と
体
制
の
充
実�

母
子
保
健
、
児
童
福
祉
、
幼
児
・
学
校
教
育
の
連
携�

企
業
の
理
解
と
協
力�

�

８.

地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成�

■
生
涯
学
習
の
充
実�

体
系
的
で
総
合
的
な
学
習
機
会
の
提
供�

学
習
情
報
の
収
集
、
提
供
や
学
習
相
談
の
充
実�

指
導
者
養
成
研
修
の
充
実�

■
幼
児
・
学
校
教
育
の
充
実�

特
色
あ
る
学
校
活
動
推
進
、
学
校
教
育
設
備
の
充
実�

学
校
施
設
の
適
正
配
置
、
登
下
校
の
交
通
手
段
、
安
全
確
保�

■
芸
術
文
化
の
振
興�

芸
術
・
文
化
活
動
を
推
進
す
る
団
体
や
人
材
育
成
、
活
動
の

場
拡
大�

伝
統
文
化
の
継
承
と
新
た
な
市
民
文
化
の
創
造�

■
文
化
財
の
保
護
と
伝
承�

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
継
承�

伊
勢
堂
岱
遺
跡
等
の
郷
土
資
料
館
整
備�

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興�

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
整
備�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及�

国
民
体
育
大
会
参
加
者
の
歓
迎
体
制�

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現�

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進�

�

※
各
項
目
は
大
綱
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。�

　第２章では、将来の都市像を実
現するための各施策の目標を項目
別にまとめています。�
　たとえば、「自然環境の保全」

のためには、ゴミの不法投棄防止
策などによる美化活動を行うこと
とし、具体的な取り組みは、基本
計画、実施計画で定められます。�
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市
の
「
花
・
鳥
・
木
」
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン

ボ
ル
と
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
16
日
か

ら
１
月
20
日
ま
で
の
期
間
、
市
民
か
ら

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
小
中
学
生
を
含
む

市
民
１
７
１
人
か
ら
花
１
５
６
点
（
29

種
類
）
、
鳥
１
４
０
点
（
25
種
類
）
、

木
１
３
５
点
（
19
種
類
）
の
応
募
が
あ
り
、

市
長
が
委
嘱
し
た
選
定
委
員
会
（
金
森

委
員
長
ほ
か
６
人
）
で
選
考
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
こ
の
結
果
、
花
と
鳥
に
つ
い
て
は
応

募
数
の
最
も
多
か
っ
た
ア
ジ
サ
イ
と
ク

マ
ゲ
ラ
が
、
木
に
つ
い
て
は
杉
（
秋
田
杉
）

に
次
い
で
２
番
目
に
多
か
っ
た
ブ
ナ
が

選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
報
告
を
行
っ
た
金
森
委
員
長
は
、
「
『
ア

ジ
サ
イ
』
は
、
最
も
身
近
で
、
挿
し
木

で
容
易
に
増
や
す
こ
と
も
で
き
る
花
。

ま
た
、
ク
マ
ゲ
ラ
は
希
少
な
鳥
類
で
森

吉
山
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
ま
た
、

ブ
ナ
は
、
応
募
数
で
は
第
２
位
だ
っ
た
が
、

水
源
涵
養
な
ど
の
役
割
を
に
な
う
樹
木
で
、

豊
か
な
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
」
な

ど
と
、
選
定
の
理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
市
で

作
成
し
た
原
案
を
選
定
委
員
会
に
提
示
し
、

委
員
会
で
は
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
難
し
い
表
現
を
避
け
る
な
ど
、
さ

ら
に
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
市
の
基
本
構
想
の
主
旨
な

ど
を
反
映
し
た
、
わ
か
り
や
す
い
憲
章

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。�

　
な
お
、
市
民
歌
に
つ
い
て
は
応
募
数

が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
決
定

ま
で
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。�

�
※
本
文
中
で
は
、
動
植
物
の
統
一
的
な
表
記
と

　
し
て
一
部
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

　
北
秋
田
市
の
「
花
・
鳥
・
木
」
と
し
て
紹
介

　
す
る
場
合
は
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ
う
に
、
花

　
と
木
は
ひ
ら
が
な
で
「
あ
じ
さ
い
・
ぶ
な
」

　
と
、
鳥
は
カ
タ
カ
ナ
で
「
ク
マ
ゲ
ラ
」
と
表

　
記
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

前
　
文

わ
た
く
し
た
ち
は
　

豊
か
な
自
然
と
　
ひ
と
が
調
和
し

活
気
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

北
秋
田
市
民
で
あ
る
こ
と
に

自
覚
と
誇
り
を
持
ち
ま
す

わ
た
く
し
た
ち
は

歴
史
と
伝
統
を
受
け
つ
ぎ

よ
り
豊
か
で
住
み
よ
い

北
秋
田
市
の
創
造
を
め
ざ
し

こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

ク
マ
ゲ
ラ�

ぶ
な�

　
こ
の
１
月
か
ら
選
考
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
北
秋
田
市
の「
花
・
鳥
・

木
」が「
あ
じ
さ
い
・
ク
マ
ゲ
ラ
・
ぶ
な
」に
決
ま
り
、並
行
し
て
検
討
が
行
わ

れ
て
い
た
市
民
憲
章
と
と
も
に
、３
月
31
日
、「
花
・
鳥
・
木
」・「
市
民
憲
章
」

選
定
委
員
会
の
金
森
嘉
次
郎
委
員
長
か
ら
岸
部
市
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い�

花�

鳥�

木�

に
決
定�

ぶ
　
　
な�

主
　
文

健
康
で
　
し
ご
と
に
は
げ
み

　
　
活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

お
互
い
が
　
尊
敬
し
支
え
あ
い

　
　
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

命
の
た
い
せ
つ
さ
を
学
び

　
文
化
を
は
ぐ
く
み

　
　
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

自
然
を
愛
し
　
環
境
を
と
と
の
え

　
　
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

み
ん
な
で
　
力
を
あ
わ
せ

　
　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

　市内の至る場所に植栽さ
れていて、誰からも親しま
れている花である。花の色
の日々の変化に、今後の市
の発展を重ね合わせた。

　広大なブナの原生林
のみに生息し、自然保護
の象徴として希少価値
の高い鳥である。

　水源涵養等の役割を成し、
自然の恵みを人々に与え、
豊かな自然を象徴する木
である。

ク
マ
ゲ
ラ�

あ
じ
さ
い�

選定理由�

市
の
花

市
の
花
・
鳥
・
木�
市
の
花
・
鳥
・
木�
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�

環
境
保
護�

SAVE　THE　EARTH!

米代川と国道７号の画像配信モニター設置�

　北秋田市は過去に米代川の幾度かの洪水により被

災を受けています。�

　洪水に対しては日常から備えが必要で、地域住民

の方々へ映像により情報を提供することで水防に対

する防災意識の高揚を図ることを目的としています。

　また、国道７号の映像は、道の駅等で実施してい

る映像配信を、地域住民の核となる市役所で行うこ

とで、道路利用者への一層のサービス向上と災害時

や冬期において交通の現況を映像により情報提供す

ることで、迂回の判断や冬期交通安全等の利便性の

向上を図るものです。�

カメラ設置位置

米 代 川　①翔鷹大橋（今泉地区、空港東西線翔鷹大橋）

　　　　　②前山地区（前山駅付近堤防）

　　　　　③小猿部川合流点（小猿部川川口付近堤防）

　　　　　④鷹巣橋（舟見町鷹巣橋付近堤防）

　　　　　⑤摩当川水門（摩当地区摩当水門付近）

　　　　　⑥栄橋（東小学校付近堤防）�

国道７号　①今泉（今泉地区薬師山付近）

　　　　　②前山（前山駅付近龍ヶ鼻トンネル）

　　　　　③綴子交差点（国道７号と国道105号交差点）

　　　　　④糠沢（糠沢地区大館市との市町村境）

　
北
秋
田
市
で
は
、
循
環
型
社
会
の

街
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
新
た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ご
み
を
、
６
月
１
日
か
ら
リ
サ 

イ
ク
ル
回
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
、
今
回
リ
サ

イ
ク
ル
の
対
象
と
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
以
外
の
ご
み
は
、
可
燃
ご
み

と
し
て
排
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
主
な
分
別
排
出
方
法
は
以
下
の
と

お
り
で
す
が
、
「
家
庭
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
一
覧
」
に
つ
い
て
の
ポ

ス
タ
ー
を
後
日
全
戸
配
布
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ
１
　
ど
ん
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　
を
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
に
出
せ
ば
い

　
い
の
？�

Ａ
１
　
　
　
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の     

　
　
　
　
　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。�

Ｑ
２
　
具
体
的
に
ど
ん
な
も
の
が
リ

　
サ
イ
ク
ル
の
対
象
に
な
る
の
？�

�

Ａ
２
　
主
に
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。�

・
シ
ャ
ン
プ
ー
・
洗
剤
・
乳
酸
菌
飲�

　
　
　
　
　 

料
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
、

　
　
　
　
　 
ボ
ト
ル
類�

�

・
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や
プ
リ
ン
の
容
器

　
な
ど
の
カ
ッ
プ
類�

・
レ
ジ
袋
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
、

　
　
　
　
　
食
品
の
ラ
ッ
プ
な
ど
の

　
　
　
　
　
ポ
リ
袋
、
ラ
ッ
プ
類
　

・
食
品
な
ど
を
入
れ
て
い
た
ト
レ
イ

　
　
　
　
　
（
白
色
ト
レ
イ
は
今
ま

　
　
　
　
　
で
と
同
じ
出
し
方
で
す
）、

　
　
　
　
　
パ
ッ
ク
類�

Ｑ
３
　
ど
ん
な
出
し
方
を
す
れ
ば
い

　
い
の
？�

Ａ
３
　
今
ま
で
不
燃
ご
み
の
袋
と
し

　
て
使
っ
て
い
た
透
明
な
市
指
定
の

　
ご
み
収
集
袋
に
入
れ
て
、
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。�

��

　
こ
の
時
節
、
雪
溶
け
に
伴
い
道
路

な
ど
に
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
が
放
置
さ
れ

て
い
る
の
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
放
置
は
、
地
域

の
環
境
保
全
上
、
不
衛
生
で
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

  

ま
た
、風
化
し
て
飛
散
す
る
ペ
ッ
ト

の
フ
ン
が
媒
体
と
な
っ
て
、
人
間
に

感
染
す
る
病
気
も
確
認
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
地
域
の
環
境
は
自
発
的
に
守
り
育

て
て
い
く
も
の
で
す
。

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
自
分
の
ペ
ッ
ト
を
可
愛
が
る

や
さ
し
い
心
が
あ
る
の
な
ら
、
身
の

ま
わ
り
の
生
活
環
境
に
も
や
さ
し
く

出
来
る
は
ず
で
す
。�

�

※
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
を
放
置
し
た
り
ゴ

ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
た
り
し
た
場
合

は
、
秋
田
県
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

２
万
円
以
下
の
罰
金
刑
と
な
り
ま
す
。

６
月
１
日
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の�

　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す
！
（
そ
の
２
）�

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
放
置
と�

　
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う�

市役所ホールに設置�

された大型テレビで�

米代川、国道７号線�

の現在状況が確認で�

きます。
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楽
し
み
は
川
で
カ
ジ
カ
突
き

　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
の
入
園
祭
が
４
月
３
日
、

市
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
園
長
の
三
澤
仁

教
育
長
が
「
こ
の
地
は
、
と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
楽
し
み
に
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。�

　
子
ど
も
た
ち
は
「
木
登
り
と
染
物
の
研
究
を
し
た

い
」
、
「
川
で
カ
ジ
カ
突
き
を
し
た
い
」
な
ど
山
村

留
学
で
の
抱
負
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
は
、
山
野
井
淳
仁
さ
ん
（
茨
城
・
小
６
）

四
家
怜
菜
さ
ん
（
秋
田
・
小
６
）
清
水
真
澄
さ
ん
（
神

奈
川
・
小
６
）
松
尾
洋
希
さ
ん
（
千
葉
・
小
５
）
仲

宗
根
瑠
美
さ
ん
（
神
奈
川
・
小
４
）
春
日
原
美
樹
さ

ん
（
東
京
・
小
４
）
春
日
原
美
草
さ
ん
（
東
京
・
小

３
）
の
７
人
が
山
村
留
学
生
活
を
送
り
ま
す
。�

�

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
　
入
園
祭

�

　
昨
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
脇
神
森
林
交

流
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
３
月
31
日
、
同

館
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
同
館
は
、
市
の
林
業
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
産

材
の
杉
材
を
使
用
し
て
お
り
、
特
に
建
物
の
正
面
や

玄
関
ホ
ー
ル
の
柱
・
梁
材
に
は
地
元
脇
神
の
山
林
か

ら
産
出
し
た
杉
丸
太
を
使
用
し
、
他
の
主
要
な
構
造

材
に
は
米
代
川
流
域
の
市
町
村
が
支
援
し
た
集
成
材

加
工
施
設
の
高
次
加
工
品
（
集
成
材
）
を
使
用
し
て

い
ま
す
。�

　
館
内
に
は
、
大
ホ
ー
ル
、
研
修
室
、
実
習
室
、
交

流
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
秋
田
杉
の
も
つ
温
も
り
が

表
現
さ
れ
、
全
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
誰
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

火
災
多
発
期
に
備
え
放
水
訓
練

消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
一
斉
放
水
訓
練

　
北
秋
田
市
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
に
よ
る
一
斉
放

水
訓
練
が
４
月
２
日
、
各
地
区
で
行
わ
れ
、
手
際
よ

く
機
器
を
設
置
し
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
訓
練
は
、
春
季
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
消

防
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
知
識
と
技
術
の

向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
訓
練
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
統
監
の
岸
部
市
長

が
「
日
頃
の
訓
練
の
お
か
げ
で
市
民
は
安
心
し
て
生

活
で
き
る
。
普
段
の
仕
事
の
傍
ら
、
市
民
の
安
全
を

守
っ
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。�

　
ま
た
、
中
村
消
防
団
長
は
「
日
頃
の
訓
練
や
点
検

と
と
も
に
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発
に
も
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。�

地
域
産
材
・
集
成
材
を
使
用

脇
神
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
「
郷
の
杜
わ
き
が
み
会
館
」

鷹巣中央公園堤の中央部に向って一斉放水

地域産材を使用した郷の杜わきがみ会館

山村生活をスタートさせる７人の子どもたち
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元
収
入
役 

北
林
進
氏
が
逝
去

内
陸
線
・
打
当
温
泉
活
性
化
へ

　
阿
仁
婦
人
会
の
総
会
が
４
月
２
日
、
打
当
温
泉
マ

タ
ギ
の
湯
で
開
か
れ
、
19
年
度
に
開
催
さ
れ
る
秋
田

わ
か
杉
国
体
へ
の
協
力
体
制
の
確
立
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。�

　
三
杉
会
長
は
「
合
併
し
て
１
年
、
１
人
ひ
と
り
が

自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
内
陸
線
を
利
用
し
て

こ
の
場
所
で
総
会
の
開
催
に
い
た
っ
た
の
は
、
こ
の

地
域
に
住
む
私
た
ち
が
内
陸
線
存
続
と
打
当
温
泉
の

活
性
化
を
率
先
し
て
今
ま
で
以
上
に
声
を
上
げ
て
展

開
し
て
い
く
た
め
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
「
温
泉
経
営
関
わ
り
の
中
で
の
思
い
」

と
題
し
、
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
支
配
人
佐
々
木
功

氏
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。�

18
年
度
阿
仁
婦
人
会
総
会

事業計画などが話し合われた総会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
森
吉
町
収
入
役
の
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
進
氏
が
、
３
月
22
日
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
４
時
30
分
逝
去
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
享
年
73
歳
で
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
林
氏
は
、
昭
和
26
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
代
工
業
高
校
を
卒
業
後
、

森
吉
町
役
場
に
採
用
さ
れ
、
61
年
に
建
設
課
工
事
課
長
補

佐
、
62
年
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
補
佐
、
63
年
に

社
会
教
育
課
長
を
歴
任
。
平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
は
収

入
役
に
起
用
さ
れ
、
平
成
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
期
４

年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
職
員
時
代
は
、
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
べ
る
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
い
た
地

域
社
会
づ
く
り
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
成
田
為
三
を
顕
彰

す
る
浜
辺
の
歌
音
楽
館
建
設
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
収
入
役
時
代
は
、
森
吉
町
の
過
渡
期
に
あ
り
（
財
）
森

吉
町
観
光
開
発
公
社
の
設
立
、
老
人
保
健
施
設
「
も
り
よ

し
荘
」
の
建
設
、
森
吉
山
ダ
ム
の
建
設
事
業
に
伴
う
一
般

補
償
に
関
す
る
調
印
、
「
大
館
能
代
空
港
」
第
６
次
空
港

整
備
五
ケ
年
計
画
へ
予
定
事
業
と
し
て
組
み
入
れ
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
も
、
地
域
の
活
性
化
へ

向
け
、
若
者
の
定
住
促
進
と
雇
用
の
安
定
確
保
に
努
め
、

森
吉
町
は
も
と
よ
り
県
北
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
今

日
の
基
礎
を
造
ら
れ
ま
し
た
。�

　
退
任
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
及
び
発
展
に
貢

献
し
、
特
に
、
平
成
６
年
か
ら
14
年
ま
で
は
、
森
吉
町
陸

上
協
会
の
会
長
と
し
て
、
競
技
の
普
及
、
指
導
等
に
加
え
、

人
材
の
育
成
に
あ
た
ら
れ
、
陸
上
競
技
の
振
興
に
顕
著
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
哀
悼
の
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。�

為
三
の
名
曲
を
い
つ
ま
で
も

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
の
第
16
回
ス

プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
４
月
１
日
、
森
吉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
同
合
唱
団
は
、
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
オ
ー
プ
ン
に

あ
わ
せ
、
為
三
作
品
を
歌
い
継
ご
う
と
旧
森
吉
町
立

の
合
唱
団
と
し
て
昭
和
63
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、
同
合
唱
団
の
妹
分
弟
分
と
し
て
活
動

し
て
い
る
「
は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
」
や
同
合
唱
団

出
身
者
や
音
楽
愛
好
家
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
Ｍ
Ｍ

Ｃ
」
と
と
も
に
為
三
作
品
や
現
代
曲
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
を
披
露
。
ま
た
、
同
合
唱
団
出
身
で
今
年
１
月

に
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
本
城
奈
々
さ
ん
（
本
名
：
九

島
奈
々
恵
・
19
）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
『
心
に
息
』
も

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
ひ
と
つ
に
加
わ
り
、
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
会
場
を
や
さ
し
い
歌
声
で
包
み
ま
し
た
。�

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

�

「♪世界中のこどもたちが一度に笑ったら」と

　元気よくはじまったスプリングコンサート



学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

　森吉公民館で３月９日、郷土料理教室を開催しまし
た。�
　鷹巣、合川、森吉から15名が参加し、講師の若松
シゲ子さん、工藤キサさんから「おからドーナツ」と
「豆腐カステラ」の作り方を学びました。�
　ドーナツは「もちもち」、カステラは「しっとり」、
いずれの料理も、簡単で美味しい出来上がりに、参加
された皆さんから喜ばれました。。�
　同公民館では、18年度も地域の食材を使った郷土
料理教室を企画する予定です。�

　
　
阿
仁
公
民
館
伏
影
分
館
で
秋
田
内
陸
線
の

お
座
敷
列
車
を
利
用
し
て
の
「
内
陸
線
雪
見
号

の
旅
」
が
３
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
沿
線
の
雪
景
色
を
じ
っ
く
り
堪
能
し
、
親
睦

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
「
地
域
の
大
事
な
足
で

あ
る
内
陸
線
に
み
ん
な
で
乗
っ
て
応
援
し
よ
う
！
」

「
内
陸
線
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。�

　
萱
草
・
伏
影
・
笑
内
の
住
民
が
最
寄
の
駅
か

ら
乗
車
し
、
角
館
わ
ら
び
座
で
の
観
劇
に
向
か

い
ま
し
た
。
列
車
内
で
は
簡
単
な
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
普
段
見
慣
れ
て
い
る
雪
も
車
窓
か
ら

の
眺
め
は
山
や
谷
、
木
々
な
ど
そ
の
時
々
で
変

化
す
る
雪
景
色
が
新
鮮
に
映
り
、
内
陸
線
の
魅

力
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

地域の食材を生かして�

�

市政の現況と課題について�
考える�

郷土料理教室（森吉公民館）�

　
合
川
ろ
ば
た
講
座
が
３
月
17
日
、
合
川
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
合
川
ろ
ば
た
講
座
は
昭
和
53
年
に
開
設
、
「
明
日

に
向
け
た
社
会
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
生
き
る
た
め
の
知
識
と
学
習
を
深
め
、
理

解
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
同
講
座
運
営

委
員
会
が
企
画
・
運
営
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
第
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

閉
講
式
と
い
う
こ
と
で
佐
藤

修
助
助
役
を
講
師
に
、
「
市

政
の
近
況
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

昔
な
が
ら
の
”い
ろ
り
ば

た
“
で
の
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
受
講
者
は
市
政

の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。�

�

�

～合川ろばた講座～�

内
陸
線
車
窓
か
ら
自
然
を
大
満
喫�

阿
仁
公
民
館
伏
影
分
館�

▲佐藤助役が講師を務めた「ろばた講座」

▲お座敷列車を利用した「内陸線雪見号の
旅」。アットホームな雰囲気が魅力です。

▲「おからドーナツ」と「豆腐カステラ」の作り
方を学んだ郷土料理教室（森吉公民館）
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MANABI　NO　HIROBA

�

趣 旨

期 間

主 会 場

時 間

内 容

講 師 等

参 加 料

募 集 範 囲

申 込 期 間

申 込 先

及 び 方 法

お 問 合 せ

外国の生活や文化、言語などに親しむことにより、多様な文化や多元的な価値観を尊

重する態度を形成し、国際化に対応できる秋田っ子の育成を目指します。�

�

平成18年５月～平成19年２月（基本的に土曜日）

◇鷹巣、阿仁、合川会場／５月から　◇森吉会場／９月から

◇鷹巣地区～中央公民館　　　　　◇合川地区～合川公民館（農村環境改善センター）

◇森吉地区～森吉公民館（コミセン）　◇阿仁地区～阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター）

�

1０：００～１１：４５（参加者数によっては、変更あり）�

�

○ゲーム、クイズ、歌、英会話を通しての「外国語体験活動」�

○ハロウィン等の季節の行事、外国の料理、遊び等の「異文化理解活動」�

�

指導員～地域に在住している方が指導にあたる予定です。�

�

無料（ただし、保険料、調理などの材料費等は実費徴収します。）�

�

各地区ごと親子あわせて30名程度�

　※幼児（５歳程度）～小学校３年生の親子�

　※原則、クラブ員として、年間を通しての参加になります。�

　※親子（祖父母可）での参加を原則とします。�

　（ただし、小学２・３年生は、子どもだけでの参加も可能です。）�

　※定員を超えた場合は、抽選をおこないます。�

�

平成18年４月17日（月）～４月28日（金）〈合川、阿仁、鷹巣会場〉�

平成18年８月28日（月）～９月６日（金）〈森吉会場〉�

�

教育委員会生涯学習課及び各公民館まで申込用紙または電話、ＦＡＸで受付。�

�

�

�

�

�

�

�

北秋田市教育委員会　生涯学習課　担当：佐藤 �

 a６２－６６１８　FAX ６３－２６７８�

教育委員会生涯学習課

阿仁ふるさと文化センター

森吉コミュニティセンター 

合川公民館（農環センター）   

a６２－６６１８

a８２－２２２０

a７２－３２５９ 

a７８－２１１４ 

FAX ６３－２６７８

FAX ８２－２２２１

FAX ７２－３３７４ 

FAX ７８－２１０６

ちびっこチャレンジクラブ�

地域で進める親子国際理解推進事業�

料理、�
お菓子づくり�

外国の遊び�

外国語学習�

外国の�

歌や踊り�

北秋田市� クラブ員募集！�クラブ員募集！�
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市
　
長
　
日
　
誌

市
　
長
　
日
　
誌

３／15

31
〜

16
日
（
木
）

　
　
　
　

18
日
（
土
）�

20
日
（
月
）�

22
日
（
水
）�

23
日
（
木
）�

24
日
（
金
）�

27
日
（
月
）

　
　
　
　 

28
日
（
火
）�

29
日
（
水
）

　
　
　
　 

30
日
（
木
）

　
　
　
　 

31
日
（
金
）

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
入
り
の
北
秋
田
市
出
身
工
藤

伸
也
さ
ん
表
敬
訪
問�

北
林
照
助
氏
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会
へ

出
席�

大
館
北
鹿
建
設
技
能
組
合
連
合
会
第
49
回
定
期
総
会
懇

親
会
に
出
席�

３
月
定
例
記
者
会
見
で
北
秋
田
市
一
周
年
に
つ
い
て
語

る�北
秋
田
市
第
３
期
高
齢
者
保
健
福
祉
介
護
保
険
事
業
計

画
策
定
委
員
会
よ
り
同
計
画
の
答
申
を
受
け
る�

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合
代
表
小
林
範
仁
さ

ん
表
敬
訪
問�

平
成
18
年
４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動
を
内
示�

鷹
巣
農
林
高
等
学
校
男
子
ス
キ
ー
部
よ
り
人
見
ス
ポ
ー

ツ
賞
の
受
賞
報
告
を
受
け
る�

森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
連
絡
会
に
出

席�鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会
に
出
席�

鷹
巣
農
林
高
等
学
校
ス
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
男
子
総
合

優
勝
祝
賀
会
に
出
席�

北
秋
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
平
成
17
年
度
普
通
課
程

木
造
建
築
課
修
了
式
に
出
席�

北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
総
会
に
出
席�

退
職
職
員
に
辞
令
を
交
付�

北
秋
田
市
シ
ン
ボ
ル
選
定
委
員
会
よ
り
市
の
「
花
・
鳥
・

木
」
「
市
民
憲
章
」
決
定
の
報
告
を
受
け
る�

脇
神
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
「
郷
の
杜
わ
き
が
み
会
館
」

竣
工
式
に
出
席�

今年は合併元年  本当のスタート�今年は合併元年  本当のスタート�
平成18年度始めの市長訓示�

　
新
年
度
と
な
っ
た
３
日
、
市
役
所
本

庁
舎
で
岸
部
市
長
が
課
長
級
以
上
の
幹

部
職
員
を
前
に
、
年
度
始
め
の
訓
示
を

行
い
ま
し
た
。�

　
岸
部
市
長
は
「
北
秋
田
市
は
１
１
５

２
・
５
㎢
と
秋
田
県
内
で
２
番
目
の
面

積
で
、
そ
こ
に
４
万
人
が
暮
ら
し
て
い

る
。
人
口
密
度
は
34�
・�
７
人
と
一
番
低

く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
に
一
番
大

変
な
地
域
。
ど
う
し
て
も
旧
４
町
の
事

業
を
引
き
継
ぐ
に
は
無
理
が
生
じ
、
今

後
見
直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
年
は
21
人
が
退
職
し
た
が
補

充
は
し
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
１
人

ひ
と
り
の
負
担
は
大
き
く
な
る
た
め
、

効
率
的
な
組
織
機
構
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
早
く

進
め
６
月
議
会
に
諮
り
た
い
」
と
大
幅

な
人
事
異
動
を
と
も
な
う
機
構
改
革
に

つ
い
て
示
し
「
今
年
度
は
大
変
だ
と
思

う
が
い
よ
い
よ
合
併
元
年
。
今
ま
で
71

人
の
議
員
と
一
緒
に
進
め
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
本
当
の
意
味
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。�

　
ま
た
「
建
設
部
関
係
で
は
、
太
田
川

口
線
、
北
欧
の
杜
幹
線
道
路
を
全
国
植

樹
祭
前
ま
で
に
何
と
か
し
た
い
。
市
民

生
活
部
は
、
市
民
病
院
の
基
本
設
計
を

９
月
ま
で
に
終
え
実
施
設
計
の
ほ
う
に

入
り
た
い
。
２
病
院
１
診
療
所
の
単
年

度
赤
字
が
４
億
円
超
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
医
師
の
確
保
と
合
わ
せ

医
師
の
い
ら
な
い
医
療
で
あ
る
検
診
や

訪
問
看
護
を
の
ば
し
て
い
き
た
い
。
企

画
部
関
係
で
は
内
陸
線
を
何
と
か
維
持

す
る
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。
教
育

委
員
会
関
係
で
は
、
合
川
高
校
や
幼
保

一
体
化
、
学
校
統
合
を
年
内
に
見
出
し

て
い
き
た
い
」
と
各
部
に
つ
い
て
具
体

的
な
施
策
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
。�

　
最
後
に
「
昨
年
は
目
先
の
こ
と
に
と

ら
わ
れ
横
の
連
携
が
と
ら
れ
て
い
な
い

傾
向
に
見
ら
れ
た
。
連
携
を
と
り
な
が

ら
市
一
体
と
な
っ
て
施
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。
市
民
か
ら
『
合
併
し
て
良
か
っ

た
』
と
い
う
言
葉
一
つ
を
聞
く
た
め
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
組
織
の
一

体
性
と
、
職
員
の
さ
ら
な
る
奮
起
を
促

し
ま
し
た
。�

定例記者会見で予算説明する岸部市長

�
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人
事
異
動

県
派
遣
及
び
人
事
交
流�

市
長
部
局�

　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
定

期
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
機
構
改
革
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
異
動
を

勘
案
し
、
退
職
補
充
、
県
派
遣
等

に
伴
う
必
要
最
小
限
の
配
置
替
え

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
異
動
に
な
っ
た
職
員

の
紹
介
を
し
ま
す
。

新
設
部
門�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係�

教
育
委
員
会�

監
査
委
員
事
務
局�

農
業
委
員
会�

市
立
病
院�

消
防
本
部�

新
規
採
用�

退
　
職�

（
　
）
内
は
異
動
前

��������������������

▽
合
川
支
所
長
兼
企
画
総
務
課
長
（
合
川

支
所
長
）
松
岡
宗
夫
▽
森
吉
支
所
長
兼
企

画
総
務
課
長
（
森
吉
支
所
長
）
三
浦
宏
幸

▽
合
川
支
所
産
業
建
設
課
長
（
合
川
支
所

市
民
生
活
課
長
）
桜
田
良
夫
▽
合
川
支
所

市
民
生
活
課
長
（
教
育
委
員
会
義
務
教
育

課
長
）
三
浦
正
基
▽
産
業
部
農
林
課
主
幹

（
福
祉
事
務
所
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
主
幹
）

野
呂
豊
彦
▽
福
祉
事
務
所
鷹
巣
中
央
保
育

園
主
幹
兼
園
長
（
福
祉
事
務
所
鷹
巣
東
保

育
園
主
幹
）
金
沢
恵
美
子
▽
福
祉
事
務
所

あ
い
か
わ
保
育
園
主
幹
兼
園
長
（
福
祉
事

務
所
あ
い
か
わ
保
育
園
主
幹
）
成
田
睦
子

▽
福
祉
事
務
所
鷹
巣
東
保
育
園
副
主
幹
兼

園
長
（
福
祉
事
務
所
鷹
巣
東
保
育
園
主
席

主
査
）
長
崎
房
子
▽
企
画
部
財
政
課
副
主

幹
（
鷹
巣
支
所
産
業
課
副
主
幹
）
河
田
浩

文
▽
産
業
部
農
林
課
副
主
幹
（
議
会
事
務

局
副
主
幹
）
長
崎
幸
雄
▽
産
業
部
商
工
観

光
課
副
主
幹
（
監
査
委
員
事
務
局
副
主
幹
）

米
澤
潤
▽
福
祉
事
務
所
鷹
巣
東
保
育
園
副

主
幹
（
福
祉
事
務
所
鷹
巣
竜
森
保
育
園
主

席
主
査
）
下
山
眞
知
子
▽
企
画
部
総
合
政

策
課
主
査
（
企
画
部
広
報
情
報
課
主
査
）

木
村
元
紀
▽
大
阿
仁
出
張
所
主
査
（
阿
仁

支
所
観
光
振
興
課
主
査
）
木
村
由
美
子
▽

総
務
部
管
財
課
参
事
（
総
務
部
管
財
課
副

主
幹
）
本
城
谷
一
▽
総
務
部
収
納
課
参
事

（
総
務
部
収
納
課
副
主
幹
）
近
藤
テ
イ
子

▽
合
川
国
保
診
療
所
主
幹
・
事
務
長
心
得

（
合
川
国
保
診
療
所
参
事
）
疋
田
槇
子�

��

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
合
川

国
保
診
療
所
事
務
長
）
工
藤
隆
憲
▽
同
副

主
幹
・
保
健
師
（
福
祉
事
務
所
森
吉
基
幹

型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
春

日
冨
二
子
▽
同
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
（
米
内
沢
病
院
派
遣
看
護
師
）
神
成

環
▽
同
主
査
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
米

内
沢
病
院
派
遣
主
査
）
若
松
幸
美
▽
同
主

任
・
社
会
福
祉
士
（
産
業
部
商
工
観
光
課

主
任
）
佐
藤
ひ
と
み�

��

▽
産
業
部
商
工
観
光
課
長
兼
マ
タ
ギ
の
森

対
策
室
長
（
産
業
部
商
工
観
光
課
長
）
佐

藤
慶
一
▽
産
業
部
商
工
観
光
課
主
任
兼
マ

タ
ギ
の
森
対
策
室
主
任
（
産
業
部
商
工
観

光
課
主
任
）
松
橋
康
浩
▽
産
業
部
農
林
課

主
幹
兼
植
樹
祭
推
進
室
長
（
福
祉
事
務
所

げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
主
幹
）
野
呂
豊
彦
▽
産

業
部
農
林
課
副
主
幹
兼
植
樹
祭
推
進
室
副

主
幹
（
産
業
部
農
林
課
副
主
幹
）
館
山
操�

��

▽
教
育
長
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北秋田市中央公民館　a６２－１１３０

【ロビー展】沢口公民館　エコークラフト

４・17（月） 鷹巣婦人会総会 18:00～20:00

　　21（金） 鷹巣地区婦人学級連絡協議会総会

  18:30～21:00

　　23（日） 北秋盲人会定期総会 10:00～11:30

　　24（月） 北秋田市ユニカール協会総会

  13:30～16:00

　　25（火） 北秋田市老人クラブ連合会鷹巣支部総会

  10:00～15:00

　　26（水） 鷹巣グラウンド・ゴルフ協会総会

  14:00～17:00

合　川　公　民　館　a７８－２１１４

【ロビー展】刺し子講座（～5月8日）　　　　　　

４・30（日） 第59回北秋田市上小阿仁村連合婦人会婦人祭

 第37回秋田県日赤奉仕団北秋田地区大会

  10:30～14:40

森　吉　公　民　館　a７２－３２５９

【サロン展】もりよし墨游会（～30日）

４・20（木） 国際ムービーナイト 19:00～21:30

 「インファーナル・アフェア」香港（2002）

　　22（土） 手作りパン体験講座 9:30～13:00

　　25（火）～27（木）パソコン教室（エクセル初級）

  13:30～15:30

　　27（木）国際ムービーナイト 19:00～21:30

 「カサブランカ」アメリカ（1942）

阿　仁　公　民　館　a８２－２２２０

【ロビー展】「リサイクル手芸」

４・21（金） 大町いきいきサロン 9:00～12:00

　　28（金） 阿仁公民館運営懇談会 14:00～16:00

�

�

４・15（土） おはなしでてこい 14:00～

　　21（金） 北秋田市合併記念「ラジオ深夜便のつどい」 

  13:30～

 　第１部「こころの時代」講演会

 　第２部「アンカーを囲むつどい」

 　入場整理券必要

　　22（土） 藤陰流鳳扇会３回忌追悼公演 12:30～

 　入場料：1,000円

　　23（日） 工藤智子ピアノ教室発表会 13:30～

　　29（土） 七音会音楽教室第４３回研究発表会

  14:00～

　　30（日） 小林香保子ピアノ教室発表会 13:00～

�

�

４・22（土）～23（日）大北中学校春季バスケットボール大会

 鷹巣体育館

　　30（日）高松宮杯鷹巣地区予選 中央公園野球場

　　　　　　全県選抜高校柔道大会 森吉スポーツセンター

 5・ 3（水）～ 4（木）第20回女子中学生バレーボー

　　　　　　ル東北親善鷹巣大会　　 鷹巣体育館

市民プールでは指導者を募集します�
業　　務　水泳指導、潜水指導、トレーニング機材
　　　　　使用指導のいずれかで兼務可能�
（館内外の清掃及び環境整備とプール監視人含む）�
雇用期間　６月１日（予定）～平成19年３月31日まで
募集人員　若干名　北秋田市在住者　日給7,000円（８ｈ）
資　　格　運動指導士、運動療法士、全日本潜水連盟
　　　　　１級または同等以上の資格を有する方
申し込み　履歴書及び有資格書類を持参の上鷹巣体育まで�
申込期限　５月10日（水）　17：00まで　
　　　　　※毎週水曜日は休館日です
◎申し込み・お問い合わせ
　　　鷹巣体育館　  　　 a６２－３８００

業　　務　水泳指導、潜水指導、トレーニング機材
　　　　　使用指導の資格所有者のボランティアを
　　　　　募集します

米代流域衛生センター機器運転者募集�

指導者のボランティアを募集�

業　　務　し尿処理機器の運転業務�
雇用期間　６月～平成19年３月
募集人員　１名　日給6,500円（８ｈ）�
年　　齢　40歳以下（クレーン・玉掛け有資格者優遇）�
申し込み　履歴書持参の上センターまで�
申込期限　５月15日（月）まで　
◎申し込み・お問い合わせ
　　　北秋田市周辺衛生施設組合　  a６２－１１７７

シルバー人材センター阿仁地区窓口の廃止�
　阿仁郷土文化保存伝承館に設置していたシルバー
人材センターの窓口は、４月１日で廃止となりました。
◎今後のお問い合わせ
　　シルバー人材センター（鷹巣） a６２－５１５１

君のハートよ位置につけ

秋田わか杉国体�
北秋田市は、バレーボール、フェンシング
山岳、アーチェリーの会場です
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応募資格　

１　20歳以上、26歳未満「22歳未満は大卒者（見込み

　　含む）」�

　　大学院修士課程修了者（見込み）は28歳未満

２　歯　科　専門の大学卒（見込み）で20歳以上30歳未満�

　　薬剤科　専門の大学卒（見込み）で20歳以上26歳未満�

受付期限　５月12日（金）まで（締め切り日必着）

◎申し込み・お問い合わせ

　　　自衛隊大館出張所　　　a０１８６－４２－１３９８�

�

　身体障害者授産施設「フードセンターたかのす」では、

高齢者や障害者へ配食サービスを行っています。

　身体障害者手帳をお持ちの方で興味のある方、利用

を希望される方はぜひ一度に見学に来てみてください。

利 用 日　月曜日～金曜日

利用時間　９：00～16：00

業務の内容　①調理作業、②配食ピッキング

　　　　　　③配送・集金作業

◎見学を希望する場合のお問い合わせ

　　　フードセンターたかのす  a６２－５２０７

◎利用に関するお問い合わせ

　　　福祉事務所福祉課  a６２－１１１３

�

日　　時　４月28日（金）　参加費　１人500円

集合場所　鷹巣中央公園内運動公園（南鷹巣保育園向かい）

時　　間　10:00～13:00（集合９:50）

持　　参　昼食（おにぎり、お茶など）雨具など

申 込 先　市保健センターまたは各地区保健センター

申込締切　４月24日（月）まで�

◎お問い合わせ　北秋田市保健センター　a62－6666

　合川a78－4272　森吉a72－3455　阿仁a82－2116

　

日　時　４月25日（火）～27日（木）13：30～15：30�

場　所　森吉コミュニティセンター

講　師　森吉公民館職員

内　容　エクセルを使った簡単な表作成や表計算

参加費　無料　定員　11名　　持参　筆記用具

◎申し込み・お問い合わせ

　　　森吉コミュニティセンター　　a７２－３２５９

�

日　時　４月29日（土）　９：30～15：00�

場　所　四季美館（イベント広場）�

主　催　地球環境を考える会�

※北の杜音楽団による野外コンサートも楽しめます

申込み　４月26日（水）まで　協力金　１区画500円

◎申し込み・お問い合わせ�

　　　代表　鈴木静子　　　　　　　a７２－４０３８

さくらウォーキング参加者募集�１．一般・技術幹部候補生（音楽パイロット要員含む）�
２．歯科・薬剤科幹部候補生�

基本健診を各医療機関で�
　受けることができます�

　受診希望の方は下記の各医療機関へお問合せ下さい。
●印：健診（検診）を受けることができます。なお、健診（検診）
の詳細は４月１日号に掲載しています。

北秋中央病院

うえだクリニック

遠藤クリニック

近藤医院

佐々木産婦人科医院

佐藤外科消化器科医院

たむら内科クリニック

津谷内科

としま医院

奈良医院

藤原医院

盛岡外科医院

疋田外科内科医院

国民健康保険合川診療所

公立米内沢総合病院

市立阿仁病院

医療機関名 電話番号 60歳以上 40-64歳
基本健康診査 肝　　炎

ウイルス
子宮がん
卵巣腫瘍 乳がん
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パソコン教室（エクセル初級）�

第32回もったいない市�

フードセンターたかのす利用者募集�
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日　時　５月13日（土）13：00～16：00

場　所　北秋田市文化会館

内　容　アトラクション（根子番楽）、血圧・体脂肪

　　　　・骨密度測定、健康・介護相談、ちびっ子ナ�

　　　　ース撮影、花の苗プレゼント�

※入場は無料で、どなたでも参加できます

◎お問い合わせ　�

　　　公立米内沢病院　　　　　　　a７２－４５０１

　�

　就学祝金受給対象者には事前に通知していますが、

万一該当者で通知が届いていない方は速やかに手続き

をお願いします。※各支所の総合福祉課でも受付けま

す。

支給要件　平成18年４月１日に北秋田市に在住し、児

　　　　　童が小・中学校に入学した、ひとり親家庭�

支 給 額　児童１人につき１万円です。

◎申し込み・お問い合わせ

　　　福祉事務所福祉課 a６２－１１１３

�

日　時　５月10日（水）　14：00～15：30�

場　所　秋北ホテル　※会費は無料で定員２００名

内　容　講演　「大江戸 見・聞・録　～道中でござる

から現代のリサイクル、エネルギー事情を考える～」�

申込み　会員以外の方は入場引換券が必要です

◎申し込み・お問い合わせ

　　　秋田県北部テクノプラザ（大館市商工課内）

　　  a０１８６－４２－０６４５

内　容　日常生活の範囲内で知り得た、米代川に関す
　　　　る情報提供、河川の異常の通報等
範　囲　米代川（旧鷹巣町周辺でモニターの自宅周辺）�
資　格　満20歳以上の健康な方で河川に関心のある方�
人　員　１名　任期は７月１日より１年間�
報　酬　月額4,500円程度
期　限　５月31日（水）まで
◎お問い合わせ　国土交通省能代河川国道事務所
　　　河川管理課 　　a０１８５－７０－１２４６
�
・秋田育英奨学生
募集人員　国公立大学　105名　私立大学　136名
貸与月額　国公立　４万３千円　私立　５万４千円
・すこやか奨学生
募集人員　250名
貸与月額　６万円、５万円、４万円、３万円の中から
　　　　　希望する金額を選択していただきます。
申込期間　４月26日（水）必着
◎申し込み・お問い合わせ　
　　　秋田県育英会事務局  a０１８－８６０－３５５２�

平成18年度秋田県民と集う「看護の日」� 平成18年度河川愛護モニター�

安全・安心まちづくり活動支援助成金�
　県では、町内会・ＰＴＡ・老人クラブなどの地域
住民団体が取り組む防犯・防災活動に対し15万円を
上限として支援する助成金制度を実施しています。
申請受付　５月19日（金）まで消印有効
◎申し込み・お問い合わせ　県安全・安心�
　　　まちづくりチーム a018-860-1522～3

北秋田警察署からのお知らせ� ◎お問い合わせ　北秋田警察署　a６２－１２４５

子供を交通事故から守りましょう
◎保護者の方へ

・子供と一緒に通学（園）路を歩き、体験を通じて信号の見方、横断歩道の正しい渡り方など教えましょう。

・家庭内で常に交通安全に気を配る雰囲気をしっかりと根付かせ、子供が出かける時は一声かけてあげましょう。

・子供に自転車を利用させる場合は、年齢や体格に合った自転車を選び、子供と一緒に点検、整備しましょう。

◎運転者の皆さんへ                                   

・子供は突然飛び出してくる場合があります。団地、学校、幼稚園、公園の周辺等飛び出しが予想される道路

　ではスピードを控えめにしましょう。                                            

・横断しようとする子供を見かけた時は一旦停止し、道を譲るなど思いやりのある運転に心がけましょう。  

警察官募集(平成18年度警察官Ａ・女性警察官Ａ）
◎受験資格　昭和52年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた方で大学卒業又は卒業見込みの方

◎受付期間　５月22日（月）～６月７日（水） �

◎一次試験　７月８日（土）､９日（日）　◎二次試験　８月上旬   ◎合格発表　８月下旬

ひとり親家庭世帯を支援します�

テクノプラザ設立10周年記念講演�

平成18年度　秋田育英奨学生・すこやか奨学生�
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人のうごき�
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を
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ん
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○
仕
事
や
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場
の
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合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
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に

　
応
じ
か
ね
ま
す
。�

※
年
齢
・
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ず
当
番
医
に
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で
ご
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（午後６：３０～９：００）

日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

曜
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

電話番号
62－1455
62－1267
62－1155
62－1455
63－2700
62－2882
62－2261
78－3338
82－2351
62－1420
62－1400
60－1055
78－3161
62－1146
63－0105

医 療 機 関 名
北 秋 中 央 病 院
と し ま 医 院
近 藤 医 院
北 秋 中 央 病 院
たむら内科クリニック
藤 原 医 院
津 谷 内 科
疋田外科内科医院
阿 仁 病 院
佐藤外科消化器科医院
石川耳鼻咽喉科医院
うえだクリニック
国民健康保険合川診療所
奈 良 医 院
佐々木産婦人科医院

内 藤 春 葉

小 坂 　 士  

堀 部 貴 瑚

加 藤 　 律  

佐 藤 　 隼  

河 田 晃 和

鈴 木 　 煌  

森 川 翔 太

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )

(　 )�

(　 )

(　 )

舟 見 町  

舟 見 町  

葛 黒  

元 町  

あけぼの町

林 岱  

向 本 城   

新 屋 布   

長男

二男

長女

長男

長男

二男

長男

長男

泰士

収

誠

雄大

博

光正

将

秀和

清生

晴美

真由美

悦子

由美子

由香

陽子

知佳

か ず は 　

あきら 

き　　こ　  

りつ　  

はやと 

あ き と 　  

きら　  

しょうた　　　  

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん�

ちゃん

ちゃん

３月16日～31日届出分

お誕生おめでとう
　　　　ございます

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん�

さん

74

72

79

92

73

85

73

73

82

79

74

96

75

82

おくやみ申し上げます

岸 野 泰 晴

福 田 幸 代

や す は る

ゆ き よ

　さん

　さん

松 山 町

宮 ノ 下
（

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

（　歳）

佐 藤 ミ ワ  

小松昭三郎

千 葉 萬 治  

佐 藤 一 美  

田 村 ミ サ  

長岐佐市郎

田村利一郎

岩 谷 ト シ  

佐 藤 ヨ シ  

成 田 　 正  

福 岡 敏 弘  

中 嶋 文 雄  

仲 谷 イ ネ  

金 田 　 武  

櫻 井 ユ キ  

戸 松 悦 政  

北林　　進 

北 林 キ ヱ  

安 藤 八 重  

成 田 ス ミ  

白 澤 イ ト  

長谷川一男

鈴木不二男

さん

さん

さん

さん

さん�

さん�

さん�

さん�

さん

82

75

85

58

72

77

88

89

89

小 森

綴子下町

横 渕

幸 町

岩 坂

中 畑

岩 坂

新舟見町

川 井

合川李岱

三 里

新 田 目

金 沢

新 田 目

合 川

新 町

米内沢大町

上 御 嶽

大 杉

松 山 町

桂 瀬

五 味 堀

阿仁中村

 　　　　

しょうざぶろう

ま ん じ

か ず み

 　　　　

さいちろう

りいちろう

お二人の前途を
　　　　祝福します

人口と世帯数 ３月31日現在

住民基本台帳による

　総人口　40,287人（ 242人減）

　　男　　19,068人（ 134人減）

　　女　　21,219人（ 108人減）

　 出生 　20人　転入　 150人

　 死亡 　49人　転出　 363人

　世帯数  14,787世帯（74世帯減）

前月比�

 

開所・受付時間　８：００～ 

診　療　時　間　8:30～11:30　13:30～17:15�

　　　　　　　（診療時間は変更ありません） 

◎お問い合わせ

　　国民健康保険合川診療所 a７８－３１６１

国民健康保険合川診療所の�
開所・受付時間が変更になりました�

まさし

としひろ  

ふ み お    

たけし

 

えつまさ   

すすむ

 

や　　 え  

 

 

か ず お   

ふ　じ　お    
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公
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合
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公
園�

ゴミは
お持ち帰りください

●期間中のイベント�

４月29日（土）正午　桜を観る会、歌謡・民謡ショー�

　　30日（日）正午　歌謡・民謡ショー�

５月３～５日（予定） バンド演奏、かわいいポニー鑑賞�

ライトアップは�
４月22日（土）から�

鷹
巣
中
央
公
園
　
　
　
　
祭
り�

４／25（火）～５／５（金）�４／25（火）～５／５（金）�

北秋田市内�

　桜の見所�

　
秋
田
内
陸
線
臨
時
列
車
さ
く
ら
号
は
、
東
北
屈
指
の
お
花
見
名
所
、

弘
前
城
と
角
館
武
家
屋
敷
を
直
通
運
転
で
結
び
ま
す
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ま
た
、
４
月
中
旬
〜
下
旬
に
見
頃
を
迎
え
る
「
か
た
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郷
」
の
公
開
に
あ
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カ
タ
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リ
号
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の
運
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（
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〜
八
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間
）
と
、
急
行
も
り
よ
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八
津
駅
臨
時
停
車
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行
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す
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